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（FAP）のモデルマウスとして知られている。この Apcmin/+マウスと作製した ephrin-A1 を消化管上皮特異的
に発現するトランスジェニックマウスを交配させて，両異常をもつ複合マウスを作製し，Apc異常によって
発生する良性腺腫に ephrin-A1 の過剰発現がどのような作用を示すかについて解析した。
　本研究ではまず RT-PCRと組織免疫染色を用いて，ephrin-A1 の発現部位を調べた。さらに Apc異常と
ephrin-A1 の過剰発現を両方持つ複合マウスとコントルールとなる Apcmin/+マウスに発生した消化管腫瘍の数





12 週と 20 週のいずれにおいても複合マウスの腫瘍は Apcmin/+マウスと比べ，数も多く，大きさも大きくなっ
ていた。更に，複合マウスでは腫瘍細胞が粘膜筋板を破壊し，浸潤する像が増加していた。Apcmin/+マウス
では 20 匹のうち 5匹に 5個の浸潤腫瘍を認められ，発生部位は小腸上部と中部に限局していた。20 匹の複













審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は，ephrin-A1 を消化管粘膜に特異的に発現するトランスジェニックマウスを作製し，このマウス
と Apcmin/+マウスを交配することで，消化管粘膜上皮における ephrin-A1 の発現増強が Apcmin/+マウスの腺腫
細胞の悪性化を促進することを明らかにした。大腸癌の浸潤機構の解明にせまる興味深い結果であり，価値
ある論文である。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
